
 

 

 

 

多発犯罪対策自主防犯活動推進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 花園町自治区防犯隊 

２事業名 パトロールの強化 

３事業概要 

1 パトロールの強化 

  青パト車(白黒ツートン車)導入でパトロールを強化し不審者の侵入抑止 

 効果を高めた。 

2 地元企業の協力のもと、看板を設置した。 

3 住民の防犯意識向上 

  地域全体での活動意識の向上を図るため、警告看板の掲示、設置場所の 

見直しなどで体制を強化した。 

防犯グッズを貸与し、歩行時に着用していただき、防犯活動をしていた 

だく。本人の安全確保で被害の防止、抑止力を高める。また、人の集まる 

場所での啓発活動を実施した。 

4 特別パトロールの強化 

定期パトロールの外に年 4回実施。 

 

４事業実施 

結果 

1.パトロールの強化 

青パト車導入（日本財団の補助）、11月 19日出発式実施 

(県会議員、市会議員、市代表 約 100名出席) 

     

         出発式の様子 

 



 

 

2.看板作成掲示 

 地元企業の協力のもと、看板を設置（１０箇所）し、住民の意識啓発を行

う。役員会にて記載内容等検討し、看板メーカーへ依頼した。 

   

看板設置状況 

 

 

3.住民の防犯意識向上（歩行パトロールの強化等） 

（１）防犯グッズを貸与 

夜間歩行(体力づくり運動)者、夜間の犬の散歩者を防犯隊に取り込み、

防犯グッズを貸与し、歩行時に着用していただき、防犯活動をしていた

だいた。本人の安全確保で被害の防止、抑止力を高めた。 

（防犯活動、本人の安全確保のため、ブザー付き警告棒貸与） 

        

          貸与する防犯グッズ 

 



 

 

（２）啓発活動 

人の集まる場所での啓発活動(ティッシュ配布で)で住民の意識の向上

を図る。夏祭り（８月１３日（土）、１４日（日））参加者への働きかけ

や、ティッシュ配布。 

ティッシュは 2000 個作成し、ふれあい祭り（１１月１３日（日））、

年末特別パトロール時にも配布した。 

 

         

          啓発ティッシュ 

 

4.特別パトロール強化 

 定期パトロール以外にも特別パトロールを実施した。 

自転車盗難防止キャンペーン 10/1～10/31、三河八橋駅駐輪場 

深夜特別パトロール 8/12～8/18、三河八橋駅 23時～23時 55分までの 

降車客へ警告パンフレット配布、注意呼びかけの実施 

公園、駅、神社等の点検強化 

年末特別パトロール 12/26～29、自治区青パト、警察少年補導委員会借用

青パトの 2台使用 

 

   

         三河八橋駅での警告パンフレット配布 

 

 

 

 

 

 



 

 

５成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

犯罪件数の減少 

防犯活動を開始した平成 16年 2月から最少件数 250件以下。 

防犯グッズで問い合わせが増加し住民の防犯意識が高まった。 

近隣自治区(含知立市)への展開から、感心が高まり犯罪の抑止に繋がる 

と思われる。 

隊員の高齢化、若年者のボランティア活動への取り組みを検討する必要が 

ある。 

 

 

（２）今後の取組み 

徒歩パトロールなどで若年者を取り込み世代交代に取り組む。 

防犯に関する情報を出来るだけ早く提供、防犯意識の向上に取り組む。 

青パトの活動計画(ホットスポットパトロール)などの見直しで、効率の良

い効果あるパトロールをして、不審車、不審者の侵入抑止を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


